
計画の区分： 研究科の専攻の設置又は課程の変更

　　　３　大学番号の欄については、平成３１年４月２日付事務連絡「履行状況報告書の提出について

　　　　　（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　　　・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

　　　　　・大学の設置の場合：「○○大学」

　　　　　・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　職名・氏名　　専門
センモン

職員
ショクイン

・小田
オ ダ

　佳子
ヨ シ コ

　　　電話番号　　０９３-８８４-３６５４

　　　（夜間）　　０９３-８８４-３６５４

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　０９３-８８４-３０１５

　　　ｅ－mail　　sou-senryaku@jimu.kyutech.ac.jp

　　担当部局（課）名　学長企画室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

【事前伺い】設置に係る設置計画履行状況報告書

国立大学法人九州工業大学　
令和元年５月１日現在

　作成担当者

九州工業大学　大学院工学府　工学専攻

[平成３１年度設置］

　　　　　　　　　　　　　　　注１

大学番号：０００
注３

大学番号：０７４
注３

事前伺い
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ フ リ ガ ナ ） （ フ リ ガ ナ ）

氏　　　名 氏　　　名

（現職就任年月） （現職就任年月）

（オイエ　ユウジ）

尾家　祐二

（平成28年4月）

（セリカワ　セイイチ）

芹川　聖一

（平成28年4月）

（ナカオ　モトイ）

 中尾　基

（平成31年4月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）平成３０年度に報告済の内容　→（30）

　　　　　　令和元年度に報告する内容　→（元）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　国立大学法人九州工業大学

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　九州工業大学

　　　　福岡県北九州市戸畑区仙水町１番１号

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

　　　〒８０４－８５５０

（３） 調査対象大学等の位置

　　　　ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

学 府 長

専 攻 長

学　　長

職　　名

1

1



（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。
　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は、平成２７年度開設の４年制の学科の完成年度を超えて報告する場合（令和元年度までの５年間）ですが、
　　　　完成年度を超えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が４年以下の場合には欄を削除し、
　　　　５年以上の場合には、欄を設けてください。）

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　

　大学院工学府

　　　工学専攻

　修士（工学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

368

( - ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 14 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

356

( - ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 14 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

292

( - ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 10 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

276

( - ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 10 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他を合計した入学定員、入学者数で算出して

　　　　ください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお、計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

　　　・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学のみ

　　　　記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

Ｂ　 入学者数

(　-　)
Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

278

(　　 　) (　　 　) (　　 　)

[ 　　　 ] [ 　　　 ] [ 　　　 ]

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

人

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。
　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

工学関係
2年 278人 年次 556人

編入学定員 収容定員

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

調査対象学部等の
名称（学位）

備　　考
学位又は学科の

分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和５年度令和４年度令和元年度 令和２年度 令和３年度

0.99倍 －

備　　考
平均入学定員

超 過 率

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定

員超過率

(　　 　)

[ 　　　 ]

0.99

[  -　]

1

2



対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

276

[ 10 ] [　 　] [　 　] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（　-　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（　　）（　　）（　　）（　　）

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

（　　　　 ）

令和３年度

（　　　　 ）（　 -　 ） （　　　　 ） （　　　　 ）

令和元年度 令和２年度

計

備　　　　　考

276

[　 10 　] [　　　　 ] [　　　　 ] [　　　　 ][　　　　 ]

４年次

１年次

２年次

３年次

令和５年度

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

令和４年度

2

3



　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

276 人 0 人 令和元年度 0 人 0 人

令和元年度 人 人

令和２年度 人 人

令和元年度 人 人

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

令和元年度 人 人

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

令和４年度 人 人

令和元年度 人 人

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

令和４年度 人 人

令和５年度 人 人

0 人 人 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 0
令和元年度の在学者数（ｂ） 276

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） 0
令和２年度の在学者数（ｂ） 0

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） 0
令和３年度の在学者数（ｂ） 0

【令和４年度】

令和４年度の退学者数（ａ） 0
令和４年度の在学者数（ｂ） 0

【令和５年度】

令和５年度の退学者数（ａ） 0
令和５年度の在学者数（ｂ） 0

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

人令和３年度

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

令和元年度

令和２年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

人 人

合　　計

人

令和４年度 人 人

人令和５年度 人

=

=

=

=

=

=

=

= = #DIV/0! ％

#DIV/0! ％=

0 ％

#DIV/0! ％

#DIV/0! ％

1

4



【令和元年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1･2前 2 5 1･2前 2 5

1･2後 2 　 　 　 　 　 11 1･2後 2 　 　 　 　 　 9

1･2前 1 　 　 　 1 1･2後 1 　 　 1

1･2前 1 　 　 　 　 　 1 1･2後 1 　 　 　 　 　 1

1･2前 1 　 　 　 　 　 1 1･2後 1 　 　 　 　 　 1

1･2前 1 　 　 　 　 　 1 1･2後 1 　 　 　 　 　 1

1･2前 1 　 　 　 　 　 1 1･2前 1 　 　 　 　 　 1

1･2前 1 　 　 　 1 1･2前 1 　 　 　 1

1･2後 1 1 1･2前 1 1

1･2後 1 1 1･2前 1 1

1･2後 1 1 1･2後 1 1

1･2後 1 　 　 　 　 　 1 1･2前 1 　 　 　 　 　 1

1･2前 1 1 1･2前 1 1

小計（13科目） - 小計（13科目） -

英語ⅦＣ 1･2前後 1 1 英語ⅦＣ 1･2前後 1 1

英語ⅦＤ 1･2前後 1 1 英語ⅦＤ 1･2前後 1 1

英語ⅧＡ 1･2後 1 1 英語ⅧＡ 1･2後 1 1

英語ⅧＤ 1･2後 1 1 英語ⅧＤ 1･2後 1 1

英語ⅨＡ 1･2前 1 1 英語ⅨＡ 1･2後 1 1

英語ⅨＤ 1･2前 1 1 英語ⅨＤ 1･2前 1 1

英語ⅩＡ 1･2後 1 1 英語ⅩＡ 1･2前 1 1

英語ⅩＢ 1･2前 1 1 英語ⅩＢ 1･2前 1 1

英語ⅩＤ 1･2後 1 1 英語ⅩＤ 1･2後 1 1

選択英語１Ｔ 1･2通 1 1 選択英語１Ｔ 1･2通 1 1

選択英語２Ｔ 1･2通 1 1 選択英語２Ｔ 1･2通 1 1

選択英語３Ｔ 1･2通 1 1 選択英語３Ｔ 1･2通 1 1

選択英語４Ｔ 1･2後 1 1 選択英語４Ｔ 1･2後 1 1

日本語Ⅰ 1･2前 1 1 日本語Ⅰ 1･2前 1 1

日本語Ⅱ 1･2後 1 1 日本語Ⅱ 1･2後 1 1

日本語入門 1･2後 1 1 日本語入門 1･2後 1 1

小計（16科目） － 小計（16科目） －

1･2通 　 1 　 1 　 　 　 　 1･2通 　 1 　 1 　 　 　 　

1･2通 1 1 1･2通 1 1

1･2通 2 1 1･2通 2 1

1･2通 1 1 1･2通 1 1

1･2通 2 1 1･2通 2 1

1･2通 1 1 1･2通 1 1

1･2通 2 1 1･2通 2 1

学外実習Ⅰ 1･2通 1 1 学外実習Ⅰ 1･2通 1 1

学外実習Ⅱ 1･2通 2 1 学外実習Ⅱ 1･2通 2 1

学外演習Ⅰ 1･2通 1 1 学外演習Ⅰ 1･2通 1 1

学外演習Ⅱ 1･2通 2 1 学外演習Ⅱ 1･2通 2 1

1･2前 1 1 1･2前 1 1

1･2後 1 1 1･2後 1 1

1･2後 1 1 1･2後 1 1

1･2通 2 1 1･2通 2 1

小計（15科目） － 小計（15科目） －

強化学習特論 1･2後 2 1 強化学習特論 1･2後 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

現代数学特論 1･2前 2 3 3 現代数学特論 1･2前 2 3 3

計算数学特論 1･2後 2 1 計算数学特論 1･2後 2 1

計画数学特論 1･2前 2 1 計画数学特論 1･2前 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

応用解析特論 1･2後 2 1 応用解析特論 1･2後 2 1

応用幾何学特論 1･2前 2 1 応用幾何学特論 1･2前 2 1

応用代数学特論 1･2前 2 1 応用代数学特論 1･2前 2 1

量子力学特論 1･2前 2 1 量子力学特論 1･2前 2 1

量子物性特論 1･2後 2 1 量子物性特論 1･2後 2 1

物性物理学特論 1･2後 2 1 物性物理学特論 1･2後 2 1

固体物理学特論 1･2後 2 1 固体物理学特論 1･2後 2 1

超伝導工学特論 1･2前 2 1 超伝導工学特論 1･2前 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

小計（18科目） － 小計（18科目） －

実
践
実
習
科
目

大学院海外インターンシップ実習Ⅰ

実
践
実
習
科
目

大学院国際協働演習

大学院海外研修Ⅰ

大学院海外研修Ⅱ

大学院海外インターンシップ実習Ⅰ

数
理
情
報
科
目

組み込みシステム特論

ソフトウェア設計開発特論

視覚画像認識特論

非線形解析学特論

半導体薄膜電子デバイス特論

ナノ構造光物性特論

数
理
情
報
科
目

組み込みシステム特論

ソフトウェア設計開発特論

視覚画像認識特論

非線形解析学特論

半導体薄膜電子デバイス特論

ナノ構造光物性特論

宇宙環境試験ワークショップ 宇宙環境試験ワークショップ

ＭＯＴ特論

産業組織特論Ａ

産業組織特論Ｂ

近現代産業文化史特論

大学院海外研修Ⅱ

大学院国際協働演習

大学院海外研修Ⅰ

大学院海外インターンシップ実習Ⅱ

プレゼンテーション

宇宙システムＰＢＬⅡ

大学院国内インターンシップ実習Ⅰ

大学院国内インターンシップ実習Ⅱ

史的文明論と社会論Ⅰ

ジェンダー史特論

史的文明論と社会論Ⅰ

現代哲学概論

環境学特論

知的財産論

宇宙システムＰＢＬⅡ

大学院海外インターンシップ実習Ⅱ

大学院国内インターンシップ実習Ⅰ

大学院国内インターンシップ実習Ⅱ

プレゼンテーション

宇宙システムＰＢＬⅠ 宇宙システムＰＢＬⅠ

科目
区分

２　授業科目の概要

＜大学院工学府　工学専攻＞

【認可時又は届出時】

（１）ー① 授業科目表

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

兼
任
・
兼
担

持続可能社会と教育特論

マイノリティの人権特論

史的文明論と社会論Ⅱ

メンタルヘルス論

授業科目の名称

配
当
年
次

上
級
教
養
科
目

上
級
教
養
科
目

史的文明論と社会論Ⅱ

メンタルヘルス論

現代哲学概論

環境学特論

上
級
語
学
科
目

上
級
語
学
科
目

知的財産論

ＭＯＴ特論

産業組織特論Ａ

産業組織特論Ｂ

近現代産業文化史特論

ジェンダー史特論

持続可能社会と教育特論

マイノリティの人権特論

1

5



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2前 2 2 1 1･2前 2 2 2

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2前 2 2 1･2前 2 2

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2前 2 1 1 1･2前 2 1 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2後 2 1 1 1･2後 2 1 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2前 2 2 1･2前 2 2

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2前 　 2 1 1･2前 　 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2前 　 2 1 1･2前 　 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 　 2 1 1･2後 　 2 1

1･2前 2 1 1･2後 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2前 2 6 1･2前 2 6

1･2前 2 6 1･2前 2 5

1･2後 2 5 1･2後 2 4

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 1 3 1･2後 1 3

1･2後 1 1 2 1･2後 1 1 2

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 1 1 1･2後 1 1

1･2後 1 1 1･2後 1 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2前 2 2 1 2 1･2前 2 2 1 2

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2前 2 1 1･2後 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

構造解析学特論

建設材料学

建築学特論

材料力学特論

構造動力学特論

コンクリート工学特論

建築構造特論

建築計画特論

建築環境特論

インターネット工学特論

薄膜デバイス特論

集積回路デバイス特論

集積回路プロセス特論

電力システム制御解析特論

電気材料特論

電力制御特論

誘電体工学特論

スイッチング電源特論

センシング基礎特論

宇宙構造材料特論

宇宙システム熱工学特論

宇宙システム工学Ⅰ

宇宙システム工学Ⅱ

宇宙材料劣化特論

宇宙環境技術特論

エネルギー工学特論

電力機器基礎特論

電子物性基礎論

スペースダイナミクス特論

熱輸送特論

宇宙航空システム特論

先端産業システム特論

開発プロジェクト特論

衛星工学入門

衛星電力システム特論Ⅰ

衛星電力システム特論Ⅱ

宇宙環境試験

生産情報処理学特論

エネルギー変換特論

応用熱事象学特論

粉体工学特論

機能表面工学特論

高速気体力学特論

熱流体力学特論

航空宇宙の誘導制御学特論

高速衝突工学特論

制御システム特論

人工知能入門

制御系構成特論

弾性力学特論

伝熱学特論

計測工学特論

数値流体力学特論

材料強度学特論

応用構造解析特論

国土デザインと景観工学

道路交通環境

水工学特論

地盤工学特論Ⅰ

地盤工学特論Ⅱ

バリアフリー交通論

環境保全と生態工学

河川工学特論

エリアマーケティング学

数値水理学

地盤防災工学特論

地盤シミュレーション工学

ストックマネジメント学

ストックデザイン演習

知能システム学特論

知的システム構成特論

確率システム制御特論

ロボティクス特論

視覚情報解析特論

自動運転車両特論

集積回路プロセス特論

電力システム制御解析特論

電気材料特論

電力制御特論

誘電体工学特論

スイッチング電源特論

センシング基礎特論

インターネット工学特論

宇宙システム工学Ⅰ

宇宙システム工学Ⅱ

宇宙材料劣化特論

宇宙環境技術特論

エネルギー工学特論

電力機器基礎特論

電子物性基礎論

薄膜デバイス特論

集積回路デバイス特論

宇宙航空システム特論

先端産業システム特論

開発プロジェクト特論

衛星工学入門

衛星電力システム特論Ⅰ

衛星電力システム特論Ⅱ

宇宙環境試験

宇宙構造材料特論

宇宙システム熱工学特論

応用熱事象学特論

粉体工学特論

機能表面工学特論

高速気体力学特論

熱流体力学特論

航空宇宙の誘導制御学特論

高速衝突工学特論

スペースダイナミクス特論

熱輸送特論

制御系構成特論

弾性力学特論

伝熱学特論

計測工学特論

数値流体力学特論

材料強度学特論

応用構造解析特論

生産情報処理学特論

エネルギー変換特論

ストックデザイン演習

知能システム学特論

知的システム構成特論

確率システム制御特論

ロボティクス特論

視覚情報解析特論

自動運転車両特論

制御システム特論

人工知能入門

ストックマネジメント学

河川工学特論

数値水理学

地盤防災工学特論

地盤シミュレーション工学

エリアマーケティング学

構造解析学特論

建設材料学

建築学特論

材料力学特論

構造動力学特論

コンクリート工学特論

建築構造特論

地盤工学特論Ⅱ

バリアフリー交通論

環境保全と生態工学

建築計画特論

建築環境特論

建築デザイン特論

国土デザインと景観工学

道路交通環境

水工学特論

地盤工学特論Ⅰ

建築デザイン特論

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
門
科
目

専
門
科
目

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

2

6



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2前 2 1 1 1･2前 2 1 1

1･2後 1 1 1･2後 1 1

1･2後 1 1 1･2後 1 1

1･2後 2 5 5 1･2後 2 6 4

1･2後 2 3 7 1･2後 2 3 7

1･2通 2 1 1･2通 2 1

1･2通 2 1 1･2通 2 1

1･2通 1 1 1･2通 1 1

1･2通 1 1 1･2通 1 1

1･2通 1 1 1･2通 1 1

1･2通 1 1 1･2通 1 1

1･2前 2 1 1 1･2前 2 1 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2後 2 2 1･2後 2 2

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2前 2 1

1･2通 2 1 1･2通 2 1

1･2通 2 1 1･2通 2 1

1･2通 2 1 1･2通 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 1 3 1･2後 1 2

1･2後 1 3 1･2後 1 3

1･2後 2 4 9 1･2後 2 4 9

ＭＥＭＳ工学特論

ディジタル信号処理特論

磁気工学特論
ナノ材料およびデバイス特論

メゾスコピック系物理学特論

生体機能設計学特論

自動車工学特論Ⅰ

自動車工学特論Ⅱ

半導体トピックセミナー

薄膜材料学特論

非平衡材料分析学特論

材料科学特論

計算材料学特論

先進セラミックス特論

マテリアル工学特論Ⅰ

マテリアル工学特論Ⅱ

産学連携マテリアル工学プロジェクト

メカトロニクス特論

極微構造解析学特論

構造相転移学特論

環境材料強度学特論

材料反応速度特論

造形力学特論

マテリアルデザイン特論

マテリアル複合工学特論

材料相変態特論

溶接力学特論

集合体化学特論

バイオ分析化学特論

センサ化学特論

バイオ計測学特論

生体機能化学特論

応用化学特論Ⅰ

応用化学特論Ⅱ

応用化学特論Ⅲ

表面改質工学特論

移動現象特論

錯体化学特論

構造有機化学特論

機能有機化学特論

物理有機化学特論

工業反応装置特論

光触媒機能工学特論

機能材料創製特論

ナノ材料化学特論

精密無機材料合成特論

電気電子工学特論Ⅲ

電気電子工学特論Ⅳ

有機化学概論

化学工学概論

無機化学概論

物理化学概論

精密有機合成化学特論

有機合成化学特論

有機金属化学特論

回路実装・システム設計特論

技術者コミュニケーション論Ⅰ

技術者コミュニケーション論Ⅱ

先端電気工学特論

先端電子工学特論

電気エネルギー工学特論Ⅰ

電気エネルギー工学特論Ⅱ

電気電子工学特論Ⅰ

電気電子工学特論Ⅱ

ユビキタス無線特論

電子回路設計特論

電子システム開発特論

音響信号処理特論

ソフトコンピューティング特論

画像信号処理特論

ディジタル回路システム特論

環境電磁工学特論

薄膜材料学特論

非平衡材料分析学特論

材料科学特論

計算材料学特論

先進セラミックス特論

マテリアル工学特論Ⅰ

マテリアル工学特論Ⅱ

産学連携マテリアル工学プロジェクト

メカトロニクス特論

ＭＥＭＳ工学特論

ディジタル信号処理特論

磁気工学特論
ナノ材料およびデバイス特論

メゾスコピック系物理学特論

生体機能設計学特論

自動車工学特論Ⅰ

自動車工学特論Ⅱ

半導体トピックセミナー

極微構造解析学特論

構造相転移学特論

環境材料強度学特論

材料反応速度特論

造形力学特論

マテリアルデザイン特論

マテリアル複合工学特論

材料相変態特論

溶接力学特論

集合体化学特論

バイオ分析化学特論

センサ化学特論

バイオ計測学特論

生体機能化学特論

応用化学特論Ⅰ

応用化学特論Ⅱ

応用化学特論Ⅲ

表面改質工学特論

錯体化学特論

構造有機化学特論

機能有機化学特論

物理有機化学特論

工業反応装置特論

光触媒機能工学特論

機能材料創製特論

ナノ材料化学特論

精密無機材料合成特論

電気電子工学特論Ⅲ

電気電子工学特論Ⅳ

有機化学概論

化学工学概論

無機化学概論

物理化学概論

精密有機合成化学特論

有機合成化学特論

有機金属化学特論

回路実装・システム設計特論

技術者コミュニケーション論Ⅰ

技術者コミュニケーション論Ⅱ

先端電気工学特論

先端電子工学特論

電気エネルギー工学特論Ⅰ

電気エネルギー工学特論Ⅱ

電気電子工学特論Ⅰ

電気電子工学特論Ⅱ

ユビキタス無線特論

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
門
科
目

専
門
科
目

電子回路設計特論

電子システム開発特論

音響信号処理特論

ソフトコンピューティング特論

画像信号処理特論

ディジタル回路システム特論

環境電磁工学特論

3
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1･2通 1 1 1･2通 1 1

1･2通 1 1 1･2通 1 1

1･2通 1 1 1･2通 1 1

1･2通 1 1 1･2通 1 1

1･2通 1 1 1･2通 1 1

1･2通 1 1 1･2通 1 1

1･2通 1 1 1･2通 1 1

1･2通 1 1 1･2通 1 1

1･2通 1 1 1･2通 1 1

1･2通 1 1 1･2通 1 1

1･2通 2 1 1･2通 2 1

1･2通 2 1 1･2通 2 1

1･2通 2 1 1･2通 2 1

1･2通 2 1 1･2通 2 1

1･2通 2 1 1･2通 2 1

1･2通 2 1 1･2通 2 1

－ －

1～2通 2 53 51 1 1～2通 2 54 54 1

1～2通 1 53 51 1 1～2通 1 54 54 1

－ － 3

- 　 　 　 　 　 　 　 　 - 　 　 　 　 　 　 　 　

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  本授業科目表は、開設年度から提出年度までの間において実際に実施された授業科目に関する情報として記入してください。

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

　　　　黒字で記入してください。その上で、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

特
別
演
習
科
目

特
別
演
習
科
目

工学講究

工学特別実験

小計（2科目）

実践工学総合科目Ｄ

実践工学総合科目Ｅ

実践工学総合科目Ｆ

実践工学総合科目Ｇ

特別応用研究Ⅰ

特別応用研究Ⅱ

特別応用研究Ⅲ

小計（164科目）

特別応用研究Ⅱ

特別応用研究Ⅲ

小計（163科目）

工学講究

工学特別実験

小計（2科目）

開発プロジェクト（設計）Ⅰ

開発プロジェクト（設計）Ⅱ

開発プロジェクト（製作）Ⅰ

開発プロジェクト（製作）Ⅱ

開発プロジェクト（運用）Ⅰ

開発プロジェクト（運用）Ⅱ

実践工学総合科目Ａ

実践工学総合科目Ｂ

実践工学総合科目Ｃ

実践工学総合科目Ｅ

実践工学総合科目Ｆ

実践工学総合科目Ｇ

特別応用研究Ⅰ

開発プロジェクト（運用）Ⅰ

開発プロジェクト（運用）Ⅱ

実践工学総合科目Ａ

実践工学総合科目Ｂ

実践工学総合科目Ｄ

開発プロジェクト（設計）Ⅱ

開発プロジェクト（製作）Ⅰ

開発プロジェクト（製作）Ⅱ

開発プロジェクト（設計）Ⅰ

卒業要件及び履修方法

教養科目群（上級教養科目，上級語学科目，実践実習科目）から４単位以
上，専門科目群から数理情報科目２単位以上，主専門コースカリキュラム
から１４単位以上（うち選択必修科目から１０単位以上），特別演習科目
３単位，副専門モジュールを１つ以上取得，合計３０単位以上を修得する
こと。
（履修科目の登録の上限：３８単位（年間））

教養科目群（上級教養科目，上級語学科目，実践実習科目）から４単位以
上，専門科目群から数理情報科目２単位以上，主専門コースカリキュラム
から１４単位以上（うち選択必修科目から１０単位以上），特別演習科目
３単位，副専門モジュールを１つ以上取得，合計３０単位以上を修得する
こと。
（履修科目の登録の上限：３８単位（年間））

合計（227科目） 合計（228科目）

卒業要件及び履修方法

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
門
科
目

専
門
科
目

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

実践工学総合科目Ｃ

4
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【令和元年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、

　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

・兼担予定教員の辞退により、「ＭＯＴ特論」の専任教員等の配置を「兼任・兼担１１」から「兼任・兼担９」に変更。
・教員の開講スケジュール都合により、「産業組織特論Ａ」の配当年次を「１・２前」から「１・２後」に変更。
・教員の開講スケジュール都合により、「産業組織特論Ｂ」の配当年次を「１・２前」から「１・２後」に変更。
・教員の開講スケジュール都合により、「近現代産業文化史特論」の配当年次を「１・２前」から「１・２後」に変更。
・教員の開講スケジュール都合により、「ジェンダー史特論」の配当年次を「１・２前」から「１・２後」に変更。
・教員の開講スケジュール都合により、「史的文明論と社会論Ⅰ」の配当年次を「１・２後」から「１・２前」に変更。
・教員の開講スケジュール都合により、「史的文明論と社会論Ⅱ」の配当年次を「１・２後」から「１・２前」に変更。
・教員の開講スケジュール都合により、「現代哲学概論」の配当年次を「１・２後」から「１・２前」に変更。
・教員の開講スケジュール都合により、「英語ⅨＡ」の配当年次を「１・２前」から「１・２後」に変更。
・教員の開講スケジュール都合により、「英語ⅩＡ」の配当年次を「１・２後」から「１・２前」に変更。
・専任教員採用により、「建築学特論」の専任教員等の配置を「教授２・准教授１」から「教授２・准教授２」に変更。
・専任教員採用により、「建築環境特論」の専任教員等の配置を「兼任・兼担１」から「准教授１」に変更。
・教員の開講スケジュール都合により、「航空宇宙の誘導制御学特論」の配当年次を「１・２前」から「１・２後」に変更。
・兼担予定教員の辞退により、「先端産業システム特論」の専任教員等の配置を「兼任・兼担６」から「兼任・兼担５」に変更。
・兼担予定教員の辞退により、「開発プロジェクト特論」の専任教員等の配置を「兼任・兼担５」から「兼任・兼担４」に変更。
・専任教員昇任により、「電子物性基礎論」の専任教員等の配置を「准教授１」から「教授１」に変更。
・教員の開講スケジュール都合により、「薄膜デバイス特論」の配当年次を「１・２前」から「１・２後」に変更。
・専任教員の昇任により、「先端電気工学特論」の専任教員等の配置を「教授５・准教授５」から「教授６・准教授４」に変更。
・専任教員採用により、「移動現象特論」を追加。
・兼担予定教員の辞退により、「自動車工学特論Ⅰ」の専任教員等の配置を「兼任・兼担３」から「兼任・兼担２」に変更。
・専任教員昇任及び採用により、「工学講究」の専任教員等の配置を「教授５３・准教授５１」から「教授５４・准教授５４」に変
更。
・専任教員昇任及び採用により、「工学特別実験」の専任教員等の配置を「教授５３・准教授５１」から「教授５４・准教授５４」に
変更。

　　　

（１）ー②授業科目表に関する変更内容

計

変更状況

226

（２） 授業科目数

0 227

　　　　

備考

[　-　] [　 1 　]

0

[　-　]

計（Ａ）

228

[　 1 　]

必修 選択 自由

2

設置時の計画

必修 選択 自由

2 225

5
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して
　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。
　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して
　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、
　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能なかぎり具体的に記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

395

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。
　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（４） 廃止科目

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

廃止の理由，代替措置の有無

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

該当なし

＝ 0 ％
未開講科目（３）と廃止科目（４）の計

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）
＝

該当なし

該当なし

1
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備考

面積算出資料の見直し
を行ったため（元）

面積算出資料の見直し
を行ったため（元）

面積算出資料の見直し
を行ったため（元）

面積算出資料の見直し
を行ったため（元）

大学全体

大学全体

大学全体

大学全体

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、黒字で記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　　その理由及び報告年度「（元）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

0　㎡

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

そ　の　他

合　　　計

12,743　㎡

(８)

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

教員１人当り研究費等

7,961 ㎡

(７) 体　　育　　館

開設前年度 完成年度

551,055

 700 室

実験実習室

 92 室

完成年度

922

4,895 5,001
〔4,883 4,990〕

(9,201 4,815) (4,178  92)

収 納 可 能 冊 数

9,201 4,815 4,178  92 0

(4,178  92) （0）(9,201 4,815)

点

面　　　　　積

区　　分

閲 覧 座 席 数

4,895 5,001
〔4,883 4,990〕

5,522 ㎡

体育館以外のスポーツ施設の概要

点

野球場2面、プール2面、テニスコート13面、武道場、弓道場

　

図
書
・
設
備

(５)

計

9,264 8,315
〔5,947 5,445〕

種

工学府
工学専攻

 441,002 321,256
〔110,029 85,366

講　義　室

79 室
(３) 教　　室　　等

演　習　室

(４) 専任教員研究室

（441,002 321,256
〔110,029 85,366〕）

9,264 8,315
〔5,947 5,445〕

82,370　㎡ 0　㎡

 441,002 321,256
〔110,029 85,366

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

機械・器具 標　　本
〔うち外国書〕

4,895 5,001
〔4,883 4,990〕

9,201 4,815 4,178  92 0

4,895 5,001
〔4,883 4,990〕

9,264 8,313
〔5,947 5,445〕

0　㎡ 82,370　㎡

0　㎡ 0　㎡

点

527,399 528,899　㎡

0　㎡ 12,743　㎡

千円

千円 千円

千円

設備購入費

図書購入費

千円

千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

経費
の見
積り

学生納付金以外の維持方法の概要

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等 千円 千円 千円

第６年次

千円 千円

千円 千円

開設年度

527,399 528,899　㎡

内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次

千円 千円

第４年次 第５年次

（441,002 321,256
〔110,029 85,366〕）

540,142 541,642　㎡

語学学習施設

（補助職員　－人）

4 室

情報処理学習施設

11 室

（補助職員　－人）

（0）

0　㎡

電子ジャーナル

面　　　　　積

千円

３　施設・設備の整備状況，経費

0　㎡ 150,465 150,026　㎡

（150,465 150,026　㎡）

540,142 541,642　㎡ 0　㎡

計

150,465 150,026　㎡ 0　㎡

（　　　　0　㎡） （　　　　0　㎡）

校
　
　
地
　
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

運動場用地

小　　　計

区　　　　　分

算出資料の見直しを
行ったため。また、図
書・設備等の購入及び
処分等のため。（元）

(１) 区　　 分

校 舎 敷 地

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

0　㎡ 0　㎡ 445,029 446,529　㎡445,029 446,529　㎡

（150,465 150,026　㎡）

(２) 校　　　　　舎

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和元年５月１日現在の数値を記入してください。

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　

新設学部等の名称 室　　　　　　数

工学府　工学専攻 室

冊

9,264 8,313
〔5,947 5,445〕

418

視聴覚資料

1
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４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍 年度 年度 年度

人

工学部

　機械知能工学科 4 136 552 学士
（工学）

1.02 - 平成9年度
福岡県北九州市
戸畑区仙水町1-1

　建設社会工学科 4 80 320 学士
（工学）

1.03 - 平成9年度 同上

　電気電子工学科 4 126 512 学士
（工学）

1.02 - 平成20年度 同上

　応用化学科 4 74 288 学士
（工学）

1.02 - 平成20年度 同上

　マテリアル工学科 4 60 240 学士
（工学）

1.01 - 平成20年度 同上

　総合ｼｽﾃﾑ工学科 4 - - 学士
（工学）

- - 平成20年度 同上
平成30年度より
学生募集停止

　宇宙ｼｽﾃﾑ工学科 4 55 110 学士
（工学）

1.01 - 平成30年度 同上

情報工学部

　知能情報工学科 4 93 - 362
学士
（情報工

学）

1.03 - 平成30年度
福岡県飯塚市
川津640-1

　情報・通信工学科 4 93 - 186
学士
（情報工

学）

1.03 - 平成30年度 同上

　知的ｼｽﾃﾑ工学科 4 94 - 188
学士
（情報工

学）

1.03 - 平成30年度 同上

　物理情報工学科 4 65 - 130
学士
（情報工

学）

1.03 - 平成30年度 同上

　生命化学情報工学科 4 65 - 130
学士
（情報工

学）

1.03 - 平成30年度 同上

　知能情報工学科 4 - - -
学士
（情報工

学）

- - 昭和62年度 同上
平成30年度より
学生募集停止

　電子情報工学科 4 - - -
学士
（情報工

学）

- - 昭和62年度 同上
平成30年度より
学生募集停止

　ｼｽﾃﾑ創成情報工学科 4 - - -
学士
（情報工

学）

- - 平成16年度 同上
平成30年度より
学生募集停止

　機械情報工学科 4 - - -
学士
（情報工

学）

- - 平成16年度 同上
平成30年度より
学生募集停止

　生命情報工学科 4 - - -
学士
（情報工

学）

- - 平成16年度 同上
平成30年度より
学生募集停止

大学院工学府

（博士前期課程）

　工学専攻 2 278 - 278 修士
（工学）

0.99 - 平成31年度
福岡県北九州市
戸畑区仙水町1-1

　機械知能工学専攻 2 78 - - 修士
（工学）

- - 平成20年度 同上
平成31年度より
学生募集停止

　建設社会工学専攻 2 39 - - 修士
（工学）

- - 平成20年度 同上
平成31年度より
学生募集停止

　電気電子工学専攻 2 59 - - 修士
（工学）

- - 平成20年度 同上
平成31年度より
学生募集停止

　物質工学専攻 2 51 - - 修士
（工学）

- - 平成20年度 同上
平成31年度より
学生募集停止

　先端機能ｼｽﾃﾑ工学専攻 2 34 - - 修士
（工学）

- - 平成20年度 同上
平成31年度より
学生募集停止

（博士後期課程）

　工学専攻 3 24 - 58 博士
（工学）

1.49 - 平成26年度 同上

　機械知能工学専攻 3 - - - 博士
（工学）

- - 平成20年度 同上
平成26年度より
学生募集停止

　　九　州　工　業　大　学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

平均入学
定員

超過率

3年次
学科
共通
20

学位又
は称号

開設
年度

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

所　在　地

1
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　建設社会工学専攻 3 - - - 博士
（工学）

- - 平成20年度 同上
平成26年度より
学生募集停止

　電気電子工学専攻 3 - - - 博士
（工学）

- - 平成20年度 同上
平成26年度より
学生募集停止

　先端機能ｼｽﾃﾑ工学専攻 3 - - - 博士
（工学）

- - 平成20年度 同上
平成26年度より
学生募集停止

大学院情報工学府

（博士前期課程）

　先端情報工学専攻 2 60 - 120
修士
（情報工

学）

0.95 - 平成26年度
福岡県飯塚市
川津640-1

　学際情報工学専攻 2 90 - 180
修士
（情報工

学）

1.00 - 平成26年度 同上

　情報創成工学専攻 2 45 - 90
修士
（情報工

学）

0.95 - 平成20年度 同上

（博士後期課程）

　情報工学専攻 3 14 - 42
博士
（情報工

学）

1.04 - 平成26年度 同上

大学院生命体工学研究科

（博士前期課程）

　生体機能応用工学専攻 2 65 - 130
修士（工
学・情報工
学・学術）

0.90 - 平成26年度
福岡県北九州市

若松区ひびきの2-4

　人間知能ｼｽﾃﾑ工学専攻 2 57 - 114
修士（工
学・情報工
学・学術）

1.07 - 平成26年度 同上

（博士後期課程）

　生命体工学専攻 3 36 - 108
博士（工
学・情報工
学・学術）

0.87 - 平成26年度 同上

　生体機能専攻 3 - - -
博士（工
学・情報工
学・学術）

- - 平成12年度 同上
平成26年度より
学生募集停止

　脳情報専攻 3 - - -
博士（工
学・情報工
学・学術）

- - 平成12年度 同上
平成26年度より
学生募集停止

大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍

人

●●学科 2 100 - 200 短期大学士
（●●学） 1.00 - 平成3 ○○県○○市○○○○○…

大学全体 4 270 - 700 - 1.03 - - -

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び

　　　　高等専門学校についてそれぞれの学校種ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。

　　　　（専攻科及び別科を除く）。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」の考え方は「大学設置等に係る提出書類の作成の手引き（平成31年度改訂版）」と同じです。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

　　　　記入してください。

収容
定員

平均入学
定員

超過率

開設
年度

学位又
は称号

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

所　在　地

　○　○　短　期　大　学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員
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【認可時又は届出時】 【令和元年度】

専 教授

ｲｹﾅｶﾞ　ﾀｹｼ

専 教授

池永　全志

池永　全志 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

インターネット工学特論 インターネット工学特論

先端電子工学特論 ※【隔年】 先端電子工学特論 ※【隔年】

電気エネルギー工学特論Ⅰ 電気エネルギー工学特論Ⅰ

電気エネルギー工学特論Ⅱ 電気エネルギー工学特論Ⅱ

電気電子工学特論Ⅰ 電気電子工学特論Ⅰ

電気電子工学特論Ⅱ 電気電子工学特論Ⅱ

電気電子工学特論Ⅲ 電気電子工学特論Ⅲ

電気電子工学特論Ⅳ 電気電子工学特論Ⅳ

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ｱｻﾐ　ｹﾝｲﾁ

専 教授

浅海　賢一

浅海　賢一 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

組み込みシステム特論 組み込みシステム特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ｱｷﾔﾏ　ﾃﾂﾔ

専 教授

秋山　哲也

秋山　哲也 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

造形力学特論 造形力学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

特別応用研究Ⅲ 特別応用研究Ⅲ

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ｱｶﾎｼ　ﾔｽﾋﾛ

専 教授

赤星　保浩

赤星　保浩 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

高速衝突工学特論 高速衝突工学特論

宇宙環境技術特論 ※ 宇宙環境技術特論 ※

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

実践工学総合科目Ａ 実践工学総合科目Ａ

実践工学総合科目Ｂ 実践工学総合科目Ｂ

実践工学総合科目Ｃ 実践工学総合科目Ｃ

実践工学総合科目Ｄ 実践工学総合科目Ｄ

実践工学総合科目Ｅ 実践工学総合科目Ｅ

実践工学総合科目Ｆ 実践工学総合科目Ｆ

実践工学総合科目Ｇ 実践工学総合科目Ｇ

特別応用研究Ⅰ 特別応用研究Ⅰ

特別応用研究Ⅱ 特別応用研究Ⅱ

学外演習Ⅱ 学外演習Ⅱ

プレゼンテーション プレゼンテーション

半導体薄膜電子デバイス特論 半導体薄膜電子デバイス特論

開発プロジェクト（設計）Ⅰ 開発プロジェクト（設計）Ⅰ

開発プロジェクト（設計）Ⅱ 開発プロジェクト（設計）Ⅱ

開発プロジェクト（製作）Ⅰ 開発プロジェクト（製作）Ⅰ

開発プロジェクト（製作）Ⅱ 開発プロジェクト（製作）Ⅱ

開発プロジェクト（運用）Ⅰ 開発プロジェクト（運用）Ⅰ

開発プロジェクト（運用）Ⅱ 開発プロジェクト（運用）Ⅱ

専

教授
（専
攻
長）

ﾅｶｵ　ﾓﾄｲ

専

教授
（専
攻
長）

中尾　基

中尾　基 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

大学院国際協働演習 大学院国際協働演習

大学院海外研修Ⅰ 大学院海外研修Ⅰ

大学院海外研修Ⅱ 大学院海外研修Ⅱ

大学院海外インターンシップ実習Ⅰ 大学院海外インターンシップ実習Ⅰ

大学院海外インターンシップ実習Ⅱ 大学院海外インターンシップ実習Ⅱ

大学院国内インターンシップ実習Ⅰ 大学院国内インターンシップ実習Ⅰ

大学院国内インターンシップ実習Ⅱ 大学院国内インターンシップ実習Ⅱ

学外実習Ⅰ 学外実習Ⅰ

学外実習Ⅱ 学外実習Ⅱ

学外演習Ⅰ 学外演習Ⅰ

専

教授
（学
府
長）

芹川　聖一

専

教授
（学
府
長）

芹川　聖一

() ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

博士(工学) 博士(工学)

センシング基礎特論 センシング基礎特論

先端電子工学特論 ※【隔年】 先端電子工学特論 ※【隔年】

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

５　教員組織の状況

＜大学院工学府　工学専攻＞

（１）ー① 担当教員表

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

1



専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

専 教授

ｷﾀﾑﾗ　ﾐﾂﾙ

専 教授

北村　充

北村　充 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

精密有機合成化学特論 精密有機合成化学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ｶﾏﾀﾞ　ﾋﾛﾕｷ

専 教授

鎌田　裕之

鎌田　裕之 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

量子力学特論 量子力学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ｵﾆﾂｶ　ｺｳｷ

専 教授

鬼束　幸樹

鬼束　幸樹 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

水工学特論 水工学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ｵｸﾔﾏ　ｹｲｲﾁ

専 教授

奥山　圭一

奥山　圭一 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

宇宙構造材料特論 【隔年】 宇宙構造材料特論 【隔年】

宇宙システム熱工学特論 【隔年】 宇宙システム熱工学特論 【隔年】

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ｵｵﾔ　ﾏｻﾋﾛ

専 教授

大屋　勝敬

大屋　勝敬 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

自動運転車両特論 自動運転車両特論

制御システム特論 制御システム特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ｵｳﾉ　ﾃﾙﾋｻ

専 教授

横野　照尚

横野　照尚 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

光触媒機能工学特論 光触媒機能工学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ｳﾒｶｹﾞ　ﾄｼﾋｺ

専 教授

梅景　俊彦

梅景　俊彦 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

粉体工学特論 粉体工学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ｲﾄｳ　ｹｲﾀﾛｳ

専 教授

伊東　啓太郎

伊東　啓太郎 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

環境保全と生態工学 環境保全と生態工学

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ｲｽﾞﾐ　ｱｷﾗ

専 教授

和泉　亮

和泉　亮 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

集積回路プロセス特論 集積回路プロセス特論

先端電気工学特論 ※【隔年】 先端電気工学特論 ※【隔年】

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ｲｼﾏﾙ　ﾏﾅﾌﾞ

専 教授

石丸　学

石丸　学 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

極微構造解析学特論 極微構造解析学特論

材料科学特論 【隔年】 工学講究

計算材料学特論 【隔年】 工学特別実験

マテリアル工学特論Ⅰ

マテリアル工学特論Ⅱ

産学連携マテリアル工学プロジェクト

工学講究

工学特別実験
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

専 教授

ﾀｹｻﾞﾜ　ﾏｻｱｷ

専 教授

竹澤　昌晃

竹澤　昌晃 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

磁気工学特論 磁気工学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ｿﾝ　ﾕｳ

専 教授

孫　勇

孫　勇 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

ナノ材料およびデバイス特論 ナノ材料およびデバイス特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ｽｽﾞｷ　ﾄﾓﾅﾘ

専 教授

鈴木　智成

鈴木　智成 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

現代数学特論 ※ 現代数学特論 ※

非線形解析学特論 非線形解析学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ｼﾗﾂﾁ　ﾘｭｳｲﾁ

専 教授

白土　竜一

白土　竜一 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

電気材料特論 電気材料特論

先端電気工学特論 ※【隔年】 先端電気工学特論 ※【隔年】

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ｼﾐｽﾞ　ﾖｳｲﾁ

専 教授

清水　陽一

清水　陽一 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

無機化学概論 無機化学概論

センサ化学特論 【隔年】 センサ化学特論 【隔年】

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ｻｶﾞﾗ　ｼﾝｲﾁ

専 教授

相良　慎一

相良　慎一 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

ロボティクス特論 ロボティクス特論

制御システム特論 制御システム特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ｻｶｲ　ﾋﾛｼ

専 教授

酒井　浩

酒井　浩 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

現代数学特論 ※ 現代数学特論 ※

計算数学特論 計算数学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ｺﾓﾘ　ﾓﾁﾐﾂ

専 教授

小森　望充

小森　望充 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

メカトロニクス特論 メカトロニクス特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ｸﾛｷ　ｼｭｳｲﾁ

専 教授

黒木　秀一

黒木　秀一 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

知能システム学特論 知能システム学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ｷﾑ　ﾋｮﾝｿﾌﾟ

専 教授

金　亨燮

金　亨燮 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

知的システム構成特論 知的システム構成特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

専 教授

ﾅｶﾞｾ　ﾋﾃﾞｵ

専 教授

永瀬　英生

永瀬　英生 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

地盤工学特論Ⅰ 地盤工学特論Ⅰ

地盤防災工学特論 地盤防災工学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ﾅｲﾄｳ　ﾏｻﾐﾁ

専 教授

内藤　正路

内藤　正路 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

薄膜デバイス特論 薄膜デバイス特論

先端電気工学特論 ※【隔年】 先端電気工学特論 ※【隔年】

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ﾃﾞｸﾞﾁ　ﾋﾛﾕｷ

専 教授

出口　博之

出口　博之 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

超伝導工学特論 超伝導工学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ﾂﾙﾀ　ﾀｶﾊﾙ

専 教授

鶴田　隆治

鶴田　隆治 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

伝熱学特論 伝熱学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ﾂﾎﾞｲ　ﾉﾌﾞﾕｷ

専 教授

坪井　伸幸

坪井　伸幸 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

数値流体力学特論 数値流体力学特論

高速気体力学特論 高速気体力学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ﾂｹﾞ　ｱｷﾋｺ

専 教授

柘植　顕彦

柘植　顕彦 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

有機化学概論 有機化学概論

構造有機化学特論 【隔年】 構造有機化学特論 【隔年】

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ﾁﾝ　ﾊｲｻﾞﾝ

専 教授

陳　沛山

陳　沛山 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

建築学特論 建築学特論

建築構造特論 建築構造特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ﾁｮｳ　ﾒﾝｳ

専 教授

趙　孟佑

趙　孟佑 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

宇宙環境試験ワークショップ 宇宙環境試験ワークショップ

宇宙システムＰＢＬⅠ 宇宙システムＰＢＬⅠ

宇宙システムＰＢＬⅡ 宇宙システムＰＢＬⅡ

衛星工学入門 衛星工学入門

衛星電力システム特論Ⅱ ※ 衛星電力システム特論Ⅱ ※

宇宙環境試験 宇宙環境試験

宇宙環境技術特論 ※ 宇宙環境技術特論 ※

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ﾀｹﾅｶ　ｼｹﾞｵﾘ

専 教授

竹中　繁織

竹中　繁織 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

物理化学概論 物理化学概論

バイオ分析化学特論 バイオ分析化学特論

応用化学特論Ⅰ

応用化学特論Ⅱ

応用化学特論Ⅲ

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

専 教授

ﾏﾂﾀﾞ　ｹﾝｼﾞ

専 教授

松田　健次

松田　健次 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

機能表面工学特論 機能表面工学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ﾏﾂﾀﾞ　ｶｽﾞﾄｼ

専 教授

松田　一俊

松田　一俊 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

構造動力学特論 構造動力学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ﾎﾝﾀﾞ　ﾀｶｼ

専 教授

本田　崇

本田　崇 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

ＭＥＭＳ工学特論 ＭＥＭＳ工学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ﾌｼﾞﾀ　ﾄｼﾊﾙ

専 教授

藤田　敏治

藤田　敏治 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

現代数学特論 ※ 現代数学特論 ※

計画数学特論 計画数学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ﾋﾛｵｶ　ｱｷﾋｺ

専 教授

廣岡　明彦

廣岡　明彦 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

地盤工学特論Ⅰ 地盤工学特論Ⅰ

地盤工学特論Ⅱ 地盤工学特論Ⅱ

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ﾋﾗｷ　ｺｳｼﾞｭ

専 教授

平木　講儒

平木　講儒 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

スペースダイナミクス特論 スペースダイナミクス特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ﾉﾀﾞ　ﾅｵｱｷ

専 教授

野田　尚昭

野田　尚昭 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

弾性力学特論 弾性力学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ﾅｶﾞﾔﾏ　ｷﾞｮｳｺ

専 教授

長山　暁子

長山　暁子 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

応用熱事象学特論 応用熱事象学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ﾅｶﾄｳ　ﾖｼﾋｻ

専 教授

中藤　良久

中藤　良久 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

電子システム開発特論 電子システム開発特論

技術者コミュニケーション論Ⅰ 技術者コミュニケーション論Ⅰ

技術者コミュニケーション論Ⅱ 技術者コミュニケーション論Ⅱ

先端電子工学特論 ※【隔年】 先端電子工学特論 ※【隔年】

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ﾅｶﾄ　ﾃﾙﾕｷ

専 教授

中戸　晃之

中戸　晃之 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

無機化学概論 無機化学概論

集合体化学特論 【隔年】 集合体化学特論 【隔年】

応用化学特論Ⅰ

応用化学特論Ⅱ

集合体化学特論 【隔年】 応用化学特論Ⅲ

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

専 准教授

ｱﾗｷ　ｺｳｼﾞ

専 准教授

荒木　孝司

荒木　孝司 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

有機化学概論 有機化学概論

機能有機化学特論 【隔年】 機能有機化学特論 【隔年】

物理有機化学特論 【隔年】 物理有機化学特論 【隔年】

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ｱﾍﾞ　ｾｲﾔ

専 准教授

安部　征哉

安部　征哉 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

スイッチング電源特論 スイッチング電源特論

先端電気工学特論 ※【隔年】 先端電気工学特論 ※【隔年】

半導体トピックセミナー ※ 半導体トピックセミナー ※

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ﾖｼﾀｹ　ﾃﾂﾉﾌﾞ

専 教授

吉武　哲信

吉武　哲信 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

国土デザインと景観工学 国土デザインと景観工学

道路交通環境 道路交通環境

エリアマーケティング学 エリアマーケティング学

ストックデザイン演習 ストックデザイン演習

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ﾔﾏﾑﾗ　ﾏｻﾄ

専 教授

 山村　方人 

 山村　方人 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

化学工学概論 化学工学概論

工業反応装置特論 工業反応装置特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ﾔﾏｸﾞﾁ　ｴｲｷ

専 教授

山口　栄輝

山口　栄輝 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

構造解析学特論 構造解析学特論

材料力学特論 材料力学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ﾐﾄｳ　ﾏｻｷ

専 教授

美藤　正樹

美藤　正樹 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

量子物性特論 量子物性特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ﾐﾔｻﾞｷ　ｺｳｼﾞ

専 教授

宮崎　康次

宮崎　康次 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

エネルギー変換特論 エネルギー変換特論

熱輸送特論 熱輸送特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ﾐﾀﾆ　ﾔｽﾉﾘ

専 教授

三谷　康範

三谷　康範 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

電力機器基礎特論 電力機器基礎特論

先端電気工学特論 ※【隔年】 先端電気工学特論 ※【隔年】

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ﾏﾂﾓﾄ　ｻﾄｼ

専 教授

松本　聡

松本　聡 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

集積回路デバイス特論 集積回路デバイス特論

先端電気工学特論 ※【隔年】 先端電気工学特論 ※【隔年】

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 教授

ﾏﾂﾓﾄ　ｶﾅﾒ

専 教授

松本　要

松本　要 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

マテリアルデザイン特論 マテリアルデザイン特論

材料科学特論 【隔年】

計算材料学特論 【隔年】

マテリアル工学特論Ⅰ

マテリアル工学特論Ⅱ

産学連携マテリアル工学プロジェクト

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

6



専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

専 准教授

ｷﾀﾑﾗ　ﾀｶﾉﾘ

専 准教授

北村　貴典

北村　貴典 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

溶接力学特論 溶接力学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ｷｯｶﾜ　ｺｳｲﾁ

専 准教授

吉川　浩一

吉川　浩一 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

生産情報処理学特論 生産情報処理学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ｶﾜﾍﾞ　ﾄｵﾙ

専 准教授

河部　徹

河部　徹 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

応用構造解析特論 応用構造解析特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ｶﾜﾉ　ﾋﾃﾞｱｷ

専 准教授

河野　英昭

河野　英昭 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

ソフトコンピューティング特論 ソフトコンピューティング特論

先端電子工学特論 ※【隔年】 先端電子工学特論 ※【隔年】

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ｵﾀﾞ　ﾏｻﾙ

専 准教授

小田　勝

小田　勝 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

ナノ構造光物性特論 ナノ構造光物性特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ｵｶｳﾁ　ﾀﾂｵ

専 准教授

岡内　辰夫

岡内　辰夫 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

有機合成化学特論 【隔年】 有機合成化学特論 【隔年】

有機金属化学特論 【隔年】 有機金属化学特論 【隔年】

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ｵｵﾂｶ　ｼﾝﾔ

専 准教授

大塚　信也

大塚　信也 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

電力システム制御解析特論 電力システム制御解析特論

先端電気工学特論 ※【隔年】 先端電気工学特論 ※【隔年】

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ｵｵｶﾄﾞ　ﾋﾃﾞｱｷ

専 准教授

大門　秀朗

大門　秀朗 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

メゾスコピック系物理学特論 メゾスコピック系物理学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ｳｴﾀﾞ　ｶｽﾞｼｹﾞ

専 准教授

植田　和茂

植田　和茂 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

精密無機材料合成特論 精密無機材料合成特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ｲﾜﾀ　ﾐﾉﾙ

専 准教授

岩田　稔

岩田　稔 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

宇宙材料劣化特論 宇宙材料劣化特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ｲﾁﾂﾎﾞ　ｼﾝｲﾁ

専 准教授

市坪　信一

市坪　信一 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

ユビキタス無線特論 ユビキタス無線特論

先端電子工学特論 ※【隔年】 先端電子工学特論 ※【隔年】

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

7



専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

専 准教授

ﾀｶｽ　ﾄﾐｵ

専 准教授

高須　登実男

高須　登実男 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

材料反応速度特論 材料反応速度特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

 趙　旺熙

()

＜平成31年4月＞

建築学特論

建築環境特論

工学講究

工学特別実験

専 准教授

ｼﾛｻｷ　ﾕｷ

専 准教授

城﨑　由紀

城﨑　由紀 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

生体機能化学特論 生体機能化学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ｼﾐｽﾞ　ﾋﾛｷ

専 准教授

清水　浩貴

清水　浩貴 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

計測工学特論 計測工学特論

半導体トピックセミナー ※ 半導体トピックセミナー ※

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ｼｹﾞｴﾀﾞ　ﾐﾚｲ

専 准教授

重枝　未玲

重枝　未玲 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

河川工学特論 河川工学特論

数値水理学 数値水理学

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ｻﾄｳ(ﾀｶﾔﾏ)　ｼﾉﾌﾞ

専 准教授

佐藤(髙山)　しのぶ

佐藤(髙山)　しのぶ ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

バイオ計測学特論 バイオ計測学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ｻｶｲ　ﾉﾌﾞｵ

専 准教授

坂井　伸朗

坂井　伸朗 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

生体機能設計学特論 生体機能設計学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

齋藤　泰洋

()

＜平成31年4月＞

移動現象特論

工学講究

工学特別実験

専 准教授

ｺﾞｳﾀﾞ　ﾋﾛｷ

専 准教授

合田　寛基

合田　寛基 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

コンクリート工学特論 コンクリート工学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ｺｻｺ　ﾏｻﾋﾛ

専 准教授

小迫　雅裕

小迫　雅裕 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

誘電体工学特論 誘電体工学特論

先端電気工学特論 ※【隔年】 先端電気工学特論 ※【隔年】

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ｸﾛｼﾏ　ﾖｼﾋﾄ

専 准教授

黒島　義人

黒島　義人 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

材料強度学特論 材料強度学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

専 准教授

ﾅｶﾑﾗ　ｶｽﾞﾏ

専 准教授

中村　和磨

中村　和磨 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

固体物理学特論 固体物理学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ﾅｶｼ　ｹﾝｲﾁ

専 准教授

中司　賢一

中司　賢一 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

電子回路設計特論 電子回路設計特論

先端電子工学特論 ※【隔年】 先端電子工学特論 ※【隔年】

半導体トピックセミナー ※ 半導体トピックセミナー ※

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

 永岡　健司

()

＜平成31年4月＞

工学講究

工学特別実験

専 准教授

ﾄﾖﾀﾞ　ｶｽﾞﾋﾛ

専 准教授

豊田　和弘

豊田　和弘 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

宇宙環境技術特論 ※ 宇宙環境技術特論 ※

エネルギー工学特論 エネルギー工学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ﾄｸﾀﾞ　ﾐﾂﾋﾛ

専 准教授

徳田　光弘

徳田　光弘 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

建築学特論 建築学特論

建築計画特論 建築計画特論

エリアマーケティング学 エリアマーケティング学

ストックマネジメント学 ストックマネジメント学

ストックデザイン演習 ストックデザイン演習

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ﾄｸﾅｶﾞ　ﾀﾂﾔ

専 准教授

徳永　辰也

徳永　辰也 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

材料相変態特論 材料相変態特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ﾃﾗﾏﾁ　ｹﾝｲﾁ

専 准教授

寺町　賢一

寺町　賢一 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

バリアフリー交通論 バリアフリー交通論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ﾂﾎﾞﾀ　ﾄｼｷ

専 准教授

坪田　敏樹

坪田　敏樹 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

機能材料創製特論 【隔年】 機能材料創製特論 【隔年】

ナノ材料化学特論 【隔年】 ナノ材料化学特論 【隔年】

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ﾁｮｳ　ﾘｷﾎｳ

専 准教授

張　力峰

張　力峰 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

画像信号処理特論 画像信号処理特論

先端電子工学特論 ※【隔年】 先端電子工学特論 ※【隔年】

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ﾀﾝ　ｼﾞｭｰｸｲ

専 准教授

タン　ジュークイ

タン　ジュークイ ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

視覚情報解析特論 視覚情報解析特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

専 准教授

ﾐｳﾗ　ﾓﾄｷ

専 准教授

三浦　元喜

三浦　元喜 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

ソフトウェア設計開発特論 ソフトウェア設計開発特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ﾐｽﾞﾏﾁ　ﾐﾂﾉﾘ

専 准教授

水町　光徳

水町　光徳 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

音響信号処理特論 音響信号処理特論

先端電子工学特論 ※【隔年】 先端電子工学特論 ※【隔年】

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ﾏﾂﾋﾗ　ｶｽﾞﾕｷ

専 教授

松平　和之

松平　和之 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

電子物性基礎論 電子物性基礎論

先端電気工学特論 ※【隔年】 先端電気工学特論 ※【隔年】

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ﾏﾂｼﾏ　ﾄｵﾙ

専 准教授

松嶋　徹

松嶋　徹 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

環境電磁工学特論 環境電磁工学特論

回路実装・システム設計特論 回路実装・システム設計特論

先端電子工学特論 ※【隔年】 先端電子工学特論 ※【隔年】

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ﾎﾘﾍﾞ　ﾖｳｲﾁ

専 准教授

堀部　陽一

堀部　陽一 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

構造相転移学特論 構造相転移学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ﾎﾘﾃﾞ　ﾄﾓﾔ

専 准教授

堀出　朋哉

堀出　朋哉 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

薄膜材料学特論 薄膜材料学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ﾋﾗﾉｳﾁ　ﾄｼﾛｳ

専 准教授

平之内　俊郎

平之内　俊郎 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

現代数学特論 ※ 現代数学特論 ※

応用代数学特論 応用代数学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ﾋﾋﾞﾉ　ﾏｺﾄ

専 准教授

日比野　誠

日比野　誠 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

建設材料学 建設材料学

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ﾊﾅｻﾞﾜ　ｱｷﾄｼ

専 准教授

花沢　明俊

花沢　明俊 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

視覚画像認識特論 視覚画像認識特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ﾉﾀﾞ　ﾀｶﾋﾛ

専 准教授

野田　尚廣

野田　尚廣 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

現代数学特論 ※ 現代数学特論 ※

応用幾何学特論 応用幾何学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ﾆｼﾀﾞ　ﾀｹｼ

専 准教授

西田　健

西田　健 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

確率システム制御特論 確率システム制御特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

専 講師

ｲﾉﾋﾗ　ｴｲｲﾁ

専 講師

猪平　栄一

猪平　栄一 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

強化学習特論 強化学習特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ﾜﾀﾅﾍﾞﾏｻﾕｷ

専 准教授

渡邊　政幸

渡邊　政幸 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

電力制御特論 電力制御特論

先端電気工学特論 ※【隔年】 先端電気工学特論 ※【隔年】

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ﾜﾀﾅﾍﾞ　ｼﾝｼﾞ

専 准教授

渡辺　真仁

渡辺　真仁 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

物性物理学特論 物性物理学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ﾜｷｻﾞｺ　ﾋﾄｼ

専 准教授

脇迫　仁

脇迫　仁 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

ディジタル信号処理特論 ディジタル信号処理特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ﾜｶｻ　ﾄｵﾙ

専 准教授

若狭　徹

若狭　徹 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

現代数学特論 ※ 現代数学特論 ※

応用解析特論 応用解析特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ﾖｺﾔﾏ　ｹﾝｲﾁ

専 准教授

横山　賢一

横山　賢一 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

環境材料強度学特論 環境材料強度学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ﾔﾏｸﾞﾁ　ﾄﾐｺ

専 准教授

山口　富子

山口　富子 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

表面改質工学特論 表面改質工学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ﾔﾏﾜｷ　ｱｷﾗ

専 准教授

山脇　彰

山脇　彰 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

ディジタル回路システム特論 ディジタル回路システム特論

先端電子工学特論 ※【隔年】 先端電子工学特論 ※【隔年】

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ﾔﾌﾞｷ　ﾄﾓﾋﾃﾞ

専 准教授

矢吹　智英

矢吹　智英 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

熱流体力学特論 熱流体力学特論

半導体トピックセミナー ※ 半導体トピックセミナー ※

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

ﾓﾘｸﾞﾁ　ﾃﾂｼﾞ

専 准教授

森口　哲次

森口　哲次 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

錯体化学特論 錯体化学特論

工学講究 工学講究

工学特別実験 工学特別実験

専 准教授

 本塚　智

()

＜平成31年4月＞

工学講究

工学特別実験
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

兼担 教授

ﾗｯｸｽﾄﾝ ｲｱﾝ ﾁﾔｰﾙｽﾞ

兼担 教授

ﾗｯｸｽﾄﾝ ｲｱﾝ ﾁﾔｰﾙｽﾞ

ﾗｯｸｽﾄﾝ ｲｱﾝ ﾁﾔｰﾙｽﾞ ()

　＜平成31年4月＞ 　＜平成31年4月＞

英語ⅦＣ 英語ⅦＣ

英語ⅨＡ 英語ⅨＡ

英語ⅩＡ 英語ⅩＡ

英語ⅩＢ 英語ⅩＢ

兼担 教授

ﾐﾔｻﾞｷ　ﾄｼｷ

兼担 教授

宮崎　敏樹

宮崎　敏樹 ()

　＜平成31年4月＞ 　＜平成31年4月＞

先進セラミックス特論 先進セラミックス特論

兼担 教授

ﾐｽﾞｲ　ﾏﾘｺ

兼担 教授

水井　万里子

水井　万里子 ()

　＜平成31年4月＞ 　＜平成31年4月＞

近現代産業文化史特論 【隔年】 近現代産業文化史特論 【隔年】

ジェンダー史特論 【隔年】 ジェンダー史特論 【隔年】

兼担 教授

ﾎﾝﾀﾞ　ｲﾂｵ

兼担 教授

本田　逸夫

本田　逸夫 ()

　＜平成31年4月＞ 　＜平成31年4月＞

史的文明論と社会論Ⅰ 史的文明論と社会論Ⅰ

史的文明論と社会論Ⅱ 史的文明論と社会論Ⅱ

兼担 教授

ﾋｶﾞｼﾉ　ﾐﾂﾅﾘ

兼担 教授

東野　充成

東野　充成 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

持続可能社会と教育特論 【隔年】 持続可能社会と教育特論 【隔年】

マイノリティの人権特論 【隔年】 マイノリティの人権特論 【隔年】

兼担 教授

ﾅｶﾑﾗ　ｶｽﾞﾕｷ

兼担 教授

中村　和之

中村　和之 ()

　＜平成31年4月＞ 　＜平成31年4月＞

半導体トピックセミナー ※ 半導体トピックセミナー ※

兼担 教授

ｵｵﾑﾗ　ｲﾁﾛｳ

兼担 教授

大村　一郎

大村　一郎 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

半導体トピックセミナー ※ 半導体トピックセミナー ※

兼担 教授

ｲﾄｳ　ﾀｶﾋﾛ

兼担 教授

伊藤　高廣

伊藤　高廣 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

半導体トピックセミナー ※ 半導体トピックセミナー ※

兼担 教授

ｱﾘﾏ　ﾕﾀｶ

兼担 教授

有馬　裕

有馬　裕 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

半導体トピックセミナー ※ 半導体トピックセミナー ※

兼担 教授

ｱﾌﾟﾄﾞｩﾊﾝ　ｷｮｳｺ

兼担 教授

アプドゥハン　恭子

アプドゥハン　恭子 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

日本語Ⅰ 日本語Ⅰ

日本語Ⅱ 日本語Ⅱ

専

嘱託教
育職員
（教
授）

ｻｸﾏ　ｵｻﾑ

専

嘱託教
育職員
（教
授）

佐久間　治

佐久間　治 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

建築学特論 建築学特論

建築デザイン特論 建築デザイン特論
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

兼担 准教授

ﾅｶﾑﾗ　ﾏｻﾕｷ

兼担 准教授

中村　雅之

中村　雅之 ()

　＜平成31年4月＞ 　＜平成31年4月＞

現代哲学概論 現代哲学概論

兼担 准教授

ﾅｶﾞﾏﾂ　ｼｭｳｲﾁ

兼担 准教授

永松　秀一

永松　秀一 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

半導体トピックセミナー ※ 半導体トピックセミナー ※

兼担 准教授

ﾀﾑｺｳ　ﾊｶﾙ

兼担 准教授

田向　権

田向　権 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

半導体トピックセミナー ※ 半導体トピックセミナー ※

兼担 准教授

ｻﾄｳ(ﾜｹﾍﾞ)　ﾄﾓﾐ

兼担 准教授

佐藤(分部)　友美

佐藤(分部)　友美 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

メンタルヘルス論 メンタルヘルス論

兼担 准教授

ｻｶﾓﾄ　ｹﾝｼﾞ

兼担 准教授

坂本　憲児

坂本　憲児 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

半導体トピックセミナー ※ 半導体トピックセミナー ※

兼担
准教授
(専門
職)

ｵｷﾞﾊﾗ　ﾔｽﾕｷ

兼担
准教授
(専門
職)

荻原　康幸

荻原　康幸 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

知的財産論 ※ 知的財産論 ※

兼担 准教授

ｵｵﾂﾎﾞ　ﾌﾐﾀｶ

兼担 准教授

大坪　文隆

大坪　文隆 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

非平衡材料分析学特論 非平衡材料分析学特論

兼担 准教授

ｵｵﾀ　ﾏｻﾋｺ

兼担 准教授

大田　真彦  

大田　真彦  ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

環境学特論 環境学特論

兼担 准教授

ｵｴ　ｼｹﾞﾉﾘ

兼担 准教授

小江　茂徳

小江　茂徳 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

産業組織特論Ａ【隔年】 産業組織特論Ａ【隔年】

産業組織特論Ｂ【隔年】 産業組織特論Ｂ【隔年】

兼担 教授

ﾜﾀﾅﾍﾞ　ﾋﾛｱｷ

兼担 教授

渡邉　浩明

渡邉　浩明 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

英語ⅦＤ 英語ⅦＤ

英語ⅧＤ 英語ⅧＤ

選択英語１Ｔ 選択英語１Ｔ

選択英語２Ｔ 選択英語２Ｔ

選択英語３Ｔ 選択英語３Ｔ

選択英語４Ｔ 選択英語４Ｔ
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

兼担 講師

ｲｼﾊﾞｼ　ｲﾁﾛｳ

兼担 講師

石橋　一郎

石橋　一郎 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

知的財産論 ※ 知的財産論 ※

兼担 講師

ｲｼｶﾜ　ﾄﾓｺ

兼担 講師

石川　朋子

石川　朋子 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

日本語入門 日本語入門

兼担 講師

ｲｲﾉ　ｹﾝｼﾞ

兼担 講師

飯野　謙次

飯野　謙次 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

開発プロジェクト特論 ※ 開発プロジェクト特論 ※

兼担 講師

ｱﾅｲ　ｹﾝ

穴井　謙

＜平成31年4月＞

建築環境特論 【隔年】

兼担
特任
教授

ﾌｸﾓﾄ　ﾕｷﾋﾛ

兼担
特任
教授

福本　幸弘

福本　幸弘 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

回路実装・システム設計特論 回路実装・システム設計特論

兼担
特任
教授

ﾅｷﾞﾗ　ﾀｶﾏｻ

兼担
特任
教授

柳楽　隆昌

柳楽　隆昌 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

知的財産論 ※ 知的財産論 ※

兼担 准教授

ﾜｶﾞﾂﾏ　ﾋﾛｱｷ

兼担 准教授

我妻　広明

我妻　広明 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

人工知能入門 人工知能入門

兼担 准教授

 ﾛﾝｸﾞ Ⅲ ﾛﾊﾞｰﾄ ｳｲﾘｱﾑ

兼担 教授

 ﾛﾝｸﾞ Ⅲ ﾛﾊﾞｰﾄ ｳｲﾘｱﾑ

 ﾛﾝｸﾞ Ⅲ ﾛﾊﾞｰﾄ ｳｲﾘｱﾑ ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

英語ⅧＡ 英語ⅧＡ

英語ⅨＤ 英語ⅨＤ

英語ⅩＤ 英語ⅩＤ

兼担 准教授

ﾐﾔｾ　ｺｳﾍｲ

兼担 准教授

宮瀨　紘平

宮瀨　紘平 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

半導体トピックセミナー ※ 半導体トピックセミナー ※

兼担 准教授

ﾎﾝﾀﾞ　ﾉﾌﾞﾕｷ

兼担 准教授

本多　信幸

本多　信幸 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

ＭＯＴ特論 ※ ＭＯＴ特論 ※

兼担 准教授

ﾊﾞﾊﾞ　ｱｷﾖｼ

兼担 教授

馬場　昭好

馬場　昭好 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

半導体トピックセミナー ※ 半導体トピックセミナー ※
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

兼担 講師

ｸﾎﾞ　ﾏｻﾕｷ

兼担 講師

久保　正幸

久保　正幸 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

宇宙航空システム特論 ※ 宇宙航空システム特論 ※

兼担 講師

ｸｻﾜｹ　ﾋﾛｱｷ

兼担 講師

艸分　宏昌

艸分　宏昌 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

衛星電力システム特論Ⅱ ※ 衛星電力システム特論Ⅱ ※

兼担 講師

ｷﾓﾄ　ﾕｳｺﾞ

兼担 講師

木本　雄吾

木本　雄吾 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

宇宙環境技術特論 ※ 宇宙環境技術特論 ※

兼担 講師

ｷﾄﾞ　ﾋﾛｼ

兼担 講師

城戸　宏史

城戸　宏史 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

ＭＯＴ特論 ※ ＭＯＴ特論 ※

兼担 講師

ｶﾜﾊﾗ　ｸﾆｱｷ

兼担 講師

川原　邦博

＜平成31年4月＞

自動車工学特論Ⅰ ※

自動車工学特論Ⅱ ※

兼担 講師

ｶﾜｷﾀ　ｼﾛｳ

兼担 講師

川北　史朗

川北　史朗 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

衛星電力システム特論Ⅰ ※ 衛星電力システム特論Ⅰ ※

兼担 講師

ｶｸﾅｶ　ﾏｻﾋﾛ

兼担 講師

角中　正博

角中　正博 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

ＭＯＴ特論 ※ ＭＯＴ特論 ※

兼担 講師

ｵﾉ　ﾓﾄﾐ

兼担 講師

小野　基海

小野　基海 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

ＭＯＴ特論 ※ ＭＯＴ特論 ※

兼担 講師

ｵｵﾉ　ﾏｻﾋﾛ

兼担 講師

大野　正博

大野　正博 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

宇宙航空システム特論 ※ 宇宙航空システム特論 ※

兼担 講師

ｳﾁﾀﾞ　ｼﾝｼﾞ

兼担 講師

内田　真治

内田　真治 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

先端産業システム特論 ※ 先端産業システム特論 ※

兼担 講師

ｲﾏｲｽﾞﾐ　ﾐﾂﾙ

兼担 講師

今泉　充

今泉　充 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

衛星電力システム特論Ⅰ ※ 衛星電力システム特論Ⅰ ※
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

兼担 講師

ｼﾓﾀﾞ　ﾏｻﾋﾛ

兼担 講師

下田　正寛

下田　正寛 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

知的財産論 ※ 知的財産論 ※

兼担 講師

ｼﾗｷ　ｸﾆｱｷ

兼担 講師

白木　邦明

白木　邦明 （72）

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

宇宙システム工学Ⅰ 宇宙システム工学Ⅰ

宇宙システム工学Ⅱ 宇宙システム工学Ⅱ

兼担 講師

ｻﾄｳ　ｶｽﾞﾔ

兼担 講師

佐藤　和也

佐藤　和也 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

制御系構成特論 制御系構成特論

兼担 講師

ｻｻｷ　ﾀｶﾕｷ

兼担 講師

佐々木　高幸

佐々木　高幸 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

先端産業システム特論 ※ 先端産業システム特論 ※

兼担 講師

佐々木　伸也

()

＜平成31年4月＞

自動車工学特論Ⅱ ※

兼担 講師

ｻｶﾓﾄ　ﾏｻﾋﾛ

坂本　雅宏

＜平成31年4月＞

先端産業システム特論 ※

兼担 講師

ｻｴｷ　ﾑﾈﾀｶ

佐伯　心高

＜平成31年4月＞

ＭＯＴ特論 ※

兼担 講師

近野　泰

()

＜平成31年4月＞

開発プロジェクト特論 ※

兼担 講師

ｺﾞｺﾞｳ　ｶｽﾞﾋｺ

兼担 講師

後郷　和彦

後郷　和彦 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

先端産業システム特論 ※ 先端産業システム特論 ※

兼担 講師

ｺｶﾞ　ｷﾖｶｽﾞ

兼担 講師

古賀　清一

古賀　清一 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

宇宙環境技術特論 ※ 宇宙環境技術特論 ※

兼担 講師

ｸﾎﾞﾀ　ﾀｶｼ

兼担 講師

久保田　孝

久保田　孝 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

宇宙航空システム特論 ※ 宇宙航空システム特論 ※
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

兼担 講師

ﾆｼｵ　ｶｽﾞﾏｻ

兼担 講師

西尾　一政

西尾　一政 （71）

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

マテリアル複合工学特論 マテリアル複合工学特論

兼担 講師

ﾅｶﾑﾗ　ﾘｮｳｽｹ

兼担 講師

中村　亮介

中村　亮介 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

ＭＯＴ特論 ※ ＭＯＴ特論 ※

兼担 講師

ﾅｲﾄｳ　ﾋﾄｼ

兼担 講師

内藤　均

内藤　均 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

衛星電力システム特論Ⅱ ※ 衛星電力システム特論Ⅱ ※

兼担 講師

ﾄﾖﾀﾞ　ﾏｻﾉﾌﾞ

兼担 講師

豊田　昌信

豊田　昌信 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

先端産業システム特論 ※ 先端産業システム特論 ※

兼担 講師

ﾄｯﾄﾘﾍﾞ　ﾏｷ

兼担 講師

鳥取部　真己

鳥取部　真己 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

ＭＯＴ特論 ※ ＭＯＴ特論 ※

兼担 講師

ﾀﾉｳｴ　ﾕﾀｶ

兼担 講師

田上　裕

田上　裕 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

地盤シミュレーション工学 【隔年】 地盤シミュレーション工学 【隔年】

兼担 講師

ﾀｶﾊｼ　ﾋﾃﾞﾅｵ

兼担 講師

高橋　秀直　

高橋　秀直　 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

ＭＯＴ特論 ※

ＭＯＴ特論 ※

兼担 講師

ﾀｶﾀ　ﾏﾓﾙ

高田　守

＜平成31年4月＞

自動車工学特論Ⅰ ※

自動車工学特論Ⅱ ※

兼担 講師

高井　努　

()

＜平成31年4月＞

宇宙航空システム特論 ※

兼担 講師

ｿﾈｻﾞｷ　ｼｭｳｼﾞ

兼担 講師

曾根崎　修司

曾根崎　修司 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

ＭＯＴ特論 ※ ＭＯＴ特論 ※

兼担 講師

ｽﾅﾐ　ｱﾂｼ

兼担 講師

角南　篤

角南　篤 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

開発プロジェクト特論 ※ 開発プロジェクト特論 ※
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

兼担 講師

ﾔｷﾞｭｳ　ﾖｼﾉﾘ

柳生　佳則

＜平成31年4月＞

開発プロジェクト特論 ※

兼担 講師

村上　信之

()

＜平成31年4月＞

自動車工学特論Ⅰ ※

兼担 講師

ﾐﾊﾗ　ｼｮｳｲﾁﾛｳ

兼担 講師

三原　荘一郎

三原　荘一郎 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

宇宙航空システム特論 ※ 宇宙航空システム特論 ※

兼担 講師

ﾏﾉ　ﾀｶｼ

兼担 講師

真野　毅

真野 毅 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

宇宙航空システム特論 ※ 宇宙航空システム特論 ※

兼担 講師

ﾏﾂﾀﾞ　ｶｽﾞﾔ

松田　一也

＜平成31年4月＞

ＭＯＴ特論 ※

兼担 講師

藤本　靖彦

()

＜平成31年4月＞

自動車工学特論Ⅱ ※

兼担 講師

ﾋﾔﾐｽﾞ　ﾘｮｳﾏ

冷水　陵馬

＜平成31年4月＞

宇宙航空システム特論 ※

兼担 講師

ﾉｻﾞｷ　ﾕｷｼｹﾞ

兼担 講師

野崎　幸重

野崎　幸重 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

衛星電力システム特論Ⅰ ※ 衛星電力システム特論Ⅰ ※

兼担 講師

ﾆﾝ　ｱｷﾗ

兼担 講師

任　章

任　章 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

ＭＯＴ特論 ※ ＭＯＴ特論 ※

兼担 講師

ﾆｼﾔﾏ　ﾀﾀﾞｶﾂ

兼担 講師

西山　忠克

西山　忠克 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

知的財産論 ※ 知的財産論 ※

兼担 講師

ﾆｼｻﾞﾜ　ｼﾛｳ

兼担 講師

西澤　誌朗

西澤　誌朗 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

自動車工学特論Ⅰ ※ 自動車工学特論Ⅰ ※

自動車工学特論Ⅱ ※ 自動車工学特論Ⅱ ※
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）
　　　・　認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の教員全て（兼任，兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。
　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。
　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教員名簿」を確認してください。
　　　・　年齢は，それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。
　　　・　専任（専門職大学等は専、実専、実（研）、実み）、兼担、兼任の順に記入してください。
　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除し、詰めてください。

兼担 講師

ﾖﾈﾓﾄ　ｺｳｲﾁ

兼担 講師

米本　浩一

米本　浩一 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

航空宇宙の誘導制御学特論 航空宇宙の誘導制御学特論

開発プロジェクト特論 ※

兼担 講師

ﾖｼｶﾜ　ﾅｵｷ

兼担 講師

吉川　直樹

吉川　直樹 ()

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

先端産業システム特論 ※ 先端産業システム特論 ※

兼担 講師

ﾔﾏﾓﾄ　ﾏｻﾊﾙ

兼担 講師

山本　正治

山本　正治 （72）

＜平成31年4月＞ ＜平成31年4月＞

開発プロジェクト特論 ※ 開発プロジェクト特論 ※
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（１）ー②担当教員表に関する変更内容

（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

【令和元年度】
・教員配置の見直しにより、専任の石丸教授の担当授業科目変更。
・教員配置の見直しにより、専任の竹中教授の担当授業科目変更。
・教員配置の見直しにより、専任の中戸教授の担当授業科目変更。
・教員配置の見直しにより、専任の松本教授の担当授業科目変更。
・教員配置の見直しにより、専任の齋藤准教授が新たに就任。
・教員配置の見直しにより、専任の趙准教授が新たに就任。
・教員配置の見直しにより、専任の永岡准教授が新たに就任。
・教員異動に伴い、専任の松平准教授が教授に昇格。
・教員配置の見直しにより、専任の本塚准教授が新たに就任。
・教員配置の見直しにより、兼担の馬場准教授が教授に昇格。
・教員配置の見直しにより、兼担のロング准教授が教授に昇格。
・兼担予定教員の辞退により、穴井講師の就任見送り。
・兼担予定教員の辞退により、川原講師の就任見送り。
・教員配置の見直しにより、兼担の近野講師が就任。
・兼担予定教員の辞退により、佐伯講師の就任見送り。
・兼担予定教員の辞退により、坂本講師の就任見送り。
・教員配置の見直しにより、兼担の佐々木講師が就任。
・教員配置の見直しにより、兼担の高井講師が就任。
・兼担予定教員の辞退により、高田講師の就任見送り。
・兼担予定教員の辞退により、冷水講師の就任見送り。
・教員配置の見直しにより、兼担の藤本講師が就任。
・兼担予定教員の辞退により、松田講師の就任見送り。
・教員配置の見直しにより、兼担の村上講師が就任。
・兼担予定教員の辞退により、柳井講師の就任見送り。

　　　　 　　　　

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。

1
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（注）・　大学院に専攻ごとに置くものとする教員の数について定める件（平成十一年九月十四日文部省告示第百七十五号）により

　　　　算出される教員数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、教員審査を受審済みであり、

　　　　完成年度までに就任する教員数を加えた数を記入するとともに、［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・専門職大学院の場合は、「研究指導教員」を「研究者教員」と、「研究指導補助教員」を「実務家教員」と修正して記入してください。

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　および、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

109 0 1 109 0 1

［　4　］ ［  -  ］

研究指導教員
数

［  -  ］ ［　4　］ ［  -  ］ ［  -  ］

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数

［　3　］ ［  -  ］ ［  -  ］ ［　4　］

55 54 1 0 110 55

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
2

= 1.81 ％
110

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
110

= 103.77 ％
106

講　師 助　教
計

（Ｃ）
教　授 准教授

1 0 110

講　師 助　教
計

（Ｄ）

63 2 2

歳 名 名

　（２）－③　年齢構成

年齢構成

定年規定の定める
定年年齢（歳）

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

教　授 准教授

54

［　1　］ ［　3　］ ［  -  ］ ［  -  ］ ［　4　］ ［　1　］

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数

105 0 1
109 0 1

（105） （0） （1）

（54） （51） （1） （0） （106）

1 0 110
54 51 1 0 106

55 54

准教授 講　師 助　教
計

（Ｂ）
教　授 准教授 講　師 助　教

計
（Ａ）

教　授

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要研

究指導教員数

完成年度時における
設置基準上の必要研
究指導補助教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

　（２）－②　専任教員数【大学院】

設　置　時　の　計　画 現在（報告時）の状況

40 27 13

名 名 名

1
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

= = 0 ％
0

106

自由 0 科目 自由 0 自由 0

選択 0

0

科目

後任補充状況

0 科目

0 科目

0 科目 計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

必修

必修

自由

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

必修 ③H31.3

0自由

人
科目

0

0

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

選択

①

自由自由

計 計計

◆◆基礎 ②H29.3

0

0

教授 ◎◎　◎◎

○○概論

番　号

（３） 専任教員辞任等の理由

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

0

▲▲実習

0

0

0

番　号

①の合計数（a）

専任教員氏名

②の合計数（b）

0

0 0

必修・選択・自由の別 辞任等の理由

H29.3.31付け…………のため辞任（29）

H31.3.31付け…………のため辞任（元）

担当予定科目

0

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

③の合計数（c）

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

0

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

辞任した教員数

0 人

必修 0 科目 必修

計

0 選択

必修

科目 選択 0

③の合計数（c）

0 人

計

①の合計数（a） ②の合計数（b）

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

①の合計数（a） ②の合計数（b）

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

0

選択 0 選択

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

0 計

必修 0

計 0

自由

0

0 選択 0

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

辞任等した教員数

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

0

0 選択

必修

0

自由 0

計 0 科目 計 0 計 0

職　位 専任教員氏名

○○概論

☆☆演習

必修・選択・自由の別

必修

①

選択

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

必修

②

③

後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由

H00.0…………のため就任辞退（29）

担当予定科目

教授 H00.10◎◎　◎◎ ◆◆基礎１

0 自由 0

必修

２

××語

選択

自由

科目

②

准教授 △△　△△

必修 0

必修 ◇◇特論 ①

0 0

0必修必修 0 科目

選択

H30.12…………のため就任辞退（元）H30.12

科目

☆☆演習 ③

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

必修

１

③の合計数（c）

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

職　位

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

選択

必修 0

選択

必修

選択

自由自由 0

２ 准教授 △△　△△

××語

①

③

②自由

必修

必修 ▲▲実習

◇◇特論

該当なし

該当なし
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能なかぎり具体的に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

科目 自由 0 自由

0 必修 0 必修 0

選択 0 科目 選択 0
人

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 0

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

0
0 自由 0

計 0 科目 計 0 計 0

選択 0 選択 0

自由 0

必修 0 科目 必修

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

H31.3.31付け65歳で定年退職（元）必修 ▲▲実習 ③

必修 ◇◇特論 ①

２ 准教授 △△　△△

自由 ××語 ②

H29.3.31付け65歳で定年退職（29）選択 ◆◆基礎 ②

必修 ☆☆演習 ③

１ 教授 ◎◎　◎◎

必修 ○○概論 ①

　（３）－⑤　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

該当なし

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、

該当なし
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区　　　分
今後の

の実施計画

認　可　時

該当なし

（令和元年）

留意事項

履　行　状　況

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、調査結果が公表された年度の年を記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

1
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

　　より多くの教員に参加してもらうため、教授会の一部の時間帯を使用して開催している。

　　また、教授会の時間帯に参加できない教員（助教）にも参加してもらうため、別日を設けて開催した。

・公開授業

　　各クォーターで実施し、参観教員から提出された記録シートはPDCAのため、授業担当教員あて提供している。

　　学生の率直な意見を今後の教育改革や学生支援に役立てることを目的として毎年開催している。

　　大学院工学府・工学部教育方法等開発室員の教員と学生が予め決められたテーマを中心に意見交換を行っている。

・教員の表彰制度

　　各学科・コースの規程等により表彰教員を決定している。

・教員の表彰制度

・ＦＤ研修会

・学生と教員との懇談会

７　その他全般的事項

＜大学院工学府　工学専攻＞

（１） 設置計画変更事項等

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

　ａ　実施内容

・ＦＤ研修会

・授業アンケート等

・九州工業大学大学院工学府・工学部教育方法等開発室運営会議

・公開授業

・学生と教員との懇談会

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　ｃ　委員会の審議事項等

②　実施状況

・年３回開催（平成３０年度実績）（副工学部長、工学部事務長、各学科長等８名）

・教育の内容及び方法の改善に関すること。
・教育職員の教育に関する研修等の実施に関すること。

　ｂ　実施方法

該当なし
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　　第１回は6月27日（水）教授会の一部の時間帯を使用し開催、戸畑キャンパスの参加者は77名であった。

　　第２回は12月18日（火）に開催、戸畑キャンパスの参加者は36名であった。実験等で教授会の時間帯に参加

　できない助教の先生から多くの参加があった。

　　第３回は1月30日（水）教授会教授会の一部の時間帯を使用し開催、戸畑キャンパスの参加者は66名であった。

・公開授業（各クォーターにおいて実施される全授業）

　　平成３０年度実績：5/7-18, 7/2-13, 10/29-11/9, 1/15-28

　　平成３０年度は対象学年を学部３, ４年生とし、①講義について（わかりやすさ、工夫されている点や改善点）、

　②勉強する上で工夫している点、③大学院への進学等についてとし、平成30年11月26日（月）に開催した。

　　参加者／教員６名、学生１５名　計２１名

・教員の表彰制度

　　現在、検討中や試行中の学科・コースもあり、学部全学科・コース等で実施されていないが、表彰対象と

　なった講義は、次年度同時期（各クォーター）の公開授業で参考授業として紹介している。

・ＦＤ研修会

　　各クォーターにおいて実施（年４回）

・学生と教員との懇談会

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

・平成３０年度は特になし。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

・各クォーターにおいて実施（年４回、匿名にて回答）

・平成３０年度実績：5/28-6/15, 7/17-8/8, 11/26-12/7, 2/12-3/4

・教員は紙ベースの回答結果及び教務情報システムにより内容を確認することができる。

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）
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　c　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への反映状況

　　記入例）

　　・　地域との連携に関する○○の観点から教育課程に対する提案内容

①　体制

　ａ　委員会の設置状況（各区分を踏まえた委員構成を踏まえた委員の追加や交代状況含む）

　　　　該当なし

　ｂ　委員会の開催状況（回数や開催日など）

　ｃ　委員会の審議事項等

②　審議状況

　ａ　審議した内容

　b　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への見直し状況

　ｄ　その他

　　・　産業界との連携に関する○○の観点から教育課程に対する提案内容

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。
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　　設置の趣旨・目的の実現に向けて取り組むこととしている。

　　　設置の趣旨・目的の達成に向けて、計画どおり実施している。引き続き、教育研究の質の向上を図りつつ、

（４） 自己点検・評価等に関する事項

②　自己点検・評価報告書

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　ａ　公表（予定）時期

　　　　平成３１年５月末公表（自己点検・評価報告書「現状と課題」平成２９年度版）

（注）・　今後公表する予定の場合は、「有」にマルを記入してください。今後も公表する予定がない場合は、

　　　　「無」にマルを記入してください。

　ａ　ホームページへの公表予定の有無　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表無の場合の特段の理由　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　ｂ　公表有の場合の公表（予定）時期　　（　令和元年　　６月　　）

　　　　いて記入してください。

（５） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書（令和元年度）

　ｂ　公表方法

　　　　自己点検・評価報告書「現状と課題」を毎年度刊行し、大学ホームページ上に公開

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

③　認証評価を受ける計画

　　　令和3年度に評価機関（独立行政法人大学改革支援・学位授与機構）の評価を受けるべく、学内で検討中
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